
スマホ・ネット利用の危険

からお子様を守るために 

 身近に潜んでいる危険について保護者の

皆様がきちんと理解し対処してください。 

 昨今、小学生が事件に巻き込まれたとい

うニュースが多く報道されるようになって

きました。小学生でもSNSやオンラインゲ

ームで見ず知らずの人とつながっているこ

とが報告されています。見ず知らずの人（犯

罪者）の誘いにのって、監禁されるという

事件やひどいときには殺害されてしまう事

件がおこっています。これは都会に限った

ことではなく、田舎の方が狙われていると

いう報告もあります。 

 インスタグラム・ティックトック・ユー

チューブ投稿は１３歳以上の年齢制限があ

ります。本来、小学生は利用できません。 

 オンラインゲームでも、保護者の知らな

いところで、子どもは見ず知らずの人とつ

ながってしまっています。  

 子どものスマホ・ネットの利用に関して

は保護者の責務が規定されていますので、

フィルタリング・ペアレンタルコントロー

ルを必ず利用してください。これを利用す

ることで、犯罪からお子さんを守ることに

なります。利用方法がわからない場合はス

マホを買ったショップに相談してください。

青少年のインターネット利用に関し

ては、「青少年が安全に安心してイン

ターネットを利用できる環境の整備

等に関する法律」があります。 

（青少年インターネット環境整備法） 

以下一部抜粋 

（保護者の責務） 

第六条　 保護者は、インターネットにおいて

青少年有害情報が多く流通していることを認

識し、自らの教育方針及び青少年の発達段階

に応じ、その保護する青少年について、インタ

ーネットの利用の状況を適切に把握するとと

もに、青少年有害情報フィルタリングソフト

ウェアの利用その他の方法によりインターネ

ットの利用を適切に管理し、及びその青少年

のインターネットを適切に活用する能力の習 

得の促進に努めるものとする。 

2　 保護者は、携帯電話端末等からのインタ

ーネットの利用が不適切に行われた場合に

は、青少年の売春、犯罪の被害、いじめ等様

々な問題が生じることに特に留意するもの

とする。 

法律においても保護者の責務 

が規定されています。 
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使い始めから・・・小学生のう

ちから・・・話し合ってほしい 

スマホ・ネット利用 

ルール作りのポイント 

　スマホ・ネット利用のルールは、子ども

が安全にスマホ・ネットを使うために非常

に大切です。決めたルールを機能させるた

めのポイントをまとめています。 

 

1.事前にルールの必要性を説明 

 ルールを決める前に、「なぜスマホ・ネッ

トの利用ルールを決める必要があるのか」

を子どもにしっかり説明しておきましょう。

子どもがルールの必要性を理解していない

状態でのルール決めは、子どもにとっての

やらせれ感、強制感につながります。 

 

2.子どもと話し合ってルールを設定 

 子どもがルールの必要性を理解したら、

具体的なルールを話し合いながら決めてい

きましょう。子どもの生活スタイルにあわ

せて、負担にならないようなルールを考え

ていくことが大切です。 

 保護者側の要求と「スマホ・ネットをど

う使いたいか」といった子どもの要望にも

しっかり耳を傾け、双方が納得できるルー

ル作りに向けた話し合いのプロセスも大切

です。 

 ただ、保護者がスマホ・ネットの利用を

許可し、貸し出しているのだということ。

その利用状況の把握・管理を保護者がしな

ければならないこと。このことは、子ども

にきちんと理解させましょう。 

3.ルール違反時のペナルティも設定 

 子どもとの利用ルールを決める以上、万

が一、ルールを守れなかった時のペナルテ

ィも用意しておくべきでしょう。具体的に

は「利用時間の制限」「利用の一時停止」な

どが考えられます。 

 ルール違反の内容にもよりますが、非常

時の連絡はもちろん、子どもの人間関係な

どに影響がでないようにペナルティを考え

る必要があります。ペナルティもルール作

りの一つとして設定しましょう。 

 

4.定期的なルールの見直し 

 ルールが必要とされる子どもたちは、成

長とともに生活環境や人間関係が急速に変

化していきます。最初に決めたルールに対

応していくのが難しくなる場合もあり、定

期的に見直しが必要です。 

 例えば、進学時のタイミング、または毎

年、ルールの内容について子どもと話し合

うことを事前に決めておきましょう。 

 

5.保護者も一緒にルールを遵守 

 ルールは子どもだけでなく、保護者も一

緒に守るべきことも考えられます。例えば、 

食事中、就寝前の寝具の中での利用、長時

間の連続使用や不適切な姿勢での利用など 

子どもだけにルールが課されているのに、

保護者は自由にスマホ・ネットを使ってい

ると不公平に感じる可能性もあります。 

（参考：一般社団法人全国PTA連合会HP） 

　　　https://zen-p.net/tg/g652.html#parental 
 

※お子さんのスマホ・ネット（オンラ

インゲーム）の利用に関してお困りご

とがございましたら、学校にご相談い

ただければ一緒に考えます。スマホ・

ネット（オンラインゲーム）の利用の

状況把握と管理の徹底をよろしくお願

いします。


